
11

て
い
る
。
今
の
情
報
で
は
都

道
府
県
単
位
で
国
保
事
業
を

行
っ
て
い
く
動
き
で
あ
る
。

ま
た
広
域
化
の
流
れ
の
中
で

所
得
割
・
資
産
割
・
均
等

割
・
平
等
割
の
４
方
式
か
ら

資
産
割
を
無
く
す
３
方
式
へ

移
行
す
る
市
町
村
が
増
え
て

お
り
、
今
後
３
方
式
へ
の
移

行
に
向
け
て
協
議
し
て
い
き

た
い
。

■
議
案
第　

号　

仙
北

市
病
院
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

　
　

病
床
数
に
つ
い
て
は
将

来
に
向
け
て
計
画
的
に
減
少

さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
角

館
総
合
病
院
の
病
床
数
（
改

正
後
２
８
０
床
）
と
新
築
時

の
病
床
数
（
１
８
０
床
）
と

の
関
係
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

大
曲
仙
北
全
体
を
考
え

た
場
合
、
患
者
数
よ
り
病
床

数
が
多
く
な
っ
て
い
る
の

で
、
減
ら
す
こ
と
に
問
題
は

な
い
。
病
院
を
建
て
る
時
の

一
般
病
床
１
８
０
床
、
精
神

病
床
48
床
が
適
切
か
否
か
の

議
論
は
基
本
構
想
を
つ
く
る

時
点
で
様
々
議
論
し
、
仙
北

市
の
人
口
推
計
、
患
者
の
推

計
な
ど
の
動
向
を
勘
案
し
た

玉川河川公園（サッカー場）

い
う
こ
と
で
将
来
も
秋
田
大

学
に
残
る
こ
と
に
な
る
。
そ

の
う
ち
１
年
間
は
仙
北
市
の

病
院
に
勤
め
て
い
た
だ
く
条

件
で
あ
る
。

■
請
願
第
１
号　

家
庭

用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
購
入
費

補
助
事
業
に
つ
い
て

　

照
明
の
種
類
や
金
額
、
ど

れ
く
ら
い
の
財
源
が
必
要
な

の
か
等
、
引
き
続
き
審
査
が

必
要
な
こ
と
か
ら
継
続
審
査

と
決
定
し
た
。

◎
採
決
の
結
果

　

全
議
案
、
全
会
一
致
で
原

案
を
可
決
し
た
。

（
佐
藤　

記
）

の
施
策
で
あ
る
。
今
後
、
他

の
ス
ポ
ー
ツ
と
の
整
合
性
を

と
り
な
が
ら
行
っ
て
い
き
た

い
。

■
議
案
第　

号　

平
成

　

年
度
仙
北
市
病
院
事

業
会
計
補
正
予
算

　
　

修
学
資
金
貸
付
金
の
補

正
に
つ
い
て
は
、
大
学
６
年

生
２
名
へ
１
年
分
の
貸
付
で

あ
る
が
、
１
年
の
貸
付
の
場

合
、
仙
北
市
で
勤
務
し
て
い

た
だ
く
拘
束
期
間
は
何
年
に

な
る
の
か
。

　
　

１
年
の
貸
付
の
場
合
は

１
年
の
義
務
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
２
名
に
つ
い
て
は

秋
田
大
学
の
医
局
に
入
る
と

数
値
で
あ
る
。

■
議
案
第　

号　

平
成

　

年
度
仙
北
市
一
般
会

計
補
正
予
算

●
３
款
民
生
費

　
　

地
域
支
え
合
い
体
制
づ

く
り
事
業
に
は
、
様
々
な
事

業
主
体
や
担
当
課
が
入
っ
て

い
る
が
そ
の
関
わ
り
は
何

か
。
ま
た
各
憩
い
の
場
づ
く

り
整
備
事
業
で
は
玄
関
や
施

設
内
の
段
差
解
消
工
事
を
行

う
予
定
で
あ
る
が
今
後
継
続

し
て
、
そ
の
他
の
施
設
の
工

事
も
行
う
の
か
。

　
　

今
回
の
地
域
支
え
合
い

体
制
づ
く
り
事
業
に
関
し
て

は
ス
タ
ー
ト
す
る
時
点
で
各

課
お
よ
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
呼

び
か
け
募
集
し
た
。
目
的
ど

お
り
多
世
代
の
交
流
や
生
き

甲
斐
の
場
と
し
て
の
活
用
に

止
ま
る
だ
け
で
な
く
各
課
、

団
体
に
も
入
っ
て
い
た
だ
い

て
、
更
に
生
き
甲
斐
的
な
も

の
を
多
角
的
な
方
向
で
取
り

組
ん
で
欲
し
い
こ
と
か
ら
、

様
々
な
方
々
に
入
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
段
差
解
消
工
事
に

つ
い
て
は
、
中
川
、
雲
沢
、

白
岩
の
各
集
落
セ
ン
タ
ー
だ

け
の
計
画
に
な
っ
て
い
る
。

●
地
域
支
え
合
い
体
制
づ
く

り
事
業
に
関
し
て
は
、
事
業

の
内
容
が
多
岐
に
渡
る
こ
と

か
ら
、
事
業
を
実
施
す
る
に

あ
た
り
十
分
に
担
当
・
常
任

委
員
会
と
協
議
を
し
て
目
的

を
達
成
で
き
る
よ
う
行
っ
て

欲
し
い
と
、
委
員
か
ら
意
見

が
あ
っ
た
。

●
４
款
衛
生
費

　
　

大
腸
が
ん
検
診
推
進
事

業
の
実
績
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

　
　

平
成
20
年
度
が
16
・
４

％
、
平
成
21
年
度
が
19
・
９

％
、
昨
年
に
つ
い
て
は
22
・

７
％
で
あ
り
、
毎
年
上
が
っ

て
い
る
。
今
年
は
大
仙
市
の

中
仙
・
太
田
地
区
ま
で
範
囲

を
広
げ
て
行
う
。

●
10
款
教
育
費

　
　

公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等

活
性
化
事
業
費
に
つ
い
て

は
、
園
児
や
小
学
生
を
対
象

に
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
行
う
予

定
と
な
っ
て
い
る
が
、
サ
ッ

カ
ー
に
限
定
し
た
の
は
な
ぜ

か
。

　
　

角
館
町
の
玉
川
河
川
公

園
に
あ
る
サ
ッ
カ
ー
場
の
利

用
促
進
を
図
る
意
味
も
あ
る

が
、
サ
ッ
カ
ー
は
人
気
が
あ

り
子
供
達
の
声
に
配
慮
し
て

　

本
会
議
よ
り
教
育
民
生
常

任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案

件
は
議
案
６
件
と
請
願
１
件

の
合
計
７
件
で
あ
る
。

■
議
案
第　
号　

仙
北

市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

　
　

国
は
社
会
保
障
と
税
の

一
体
化
の
中
で
、
い
ろ
い
ろ

議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
国
保

税
に
関
し
て
は
国
保
運
営
安

定
化
計
画
で
は
、
５
年
間
で

５
億
円
を
一
般
会
計
か
ら
基

準
外
繰
入
し
て
運
営
し
て
い

く
計
画
で
あ
る
が
、
そ
の
後

の
展
開
、
方
針
を
ど
う
予
測

し
て
い
る
の
か
。

　
　

仙
北
市
を
含
め
各
市
町

村
の
国
保
財
政
は
非
常
に
厳

し
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
最
近
、
具
体
性
を
持
っ
て

語
ら
れ
て
い
る
の
が
、
国
保

事
業
の
広
域
化
が
論
じ
ら
れ
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